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質
　
疑

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
に

比
べ
1.1
％
減
っ
て
50
・
9
％
に
な
り
、

逆
に
依
存
財
源
は
1.1
％
増
え
て
49
・
1

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
債
の
残

高
は
、
平
成
23
年
度
を
境
に
増
え
続
け

て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
基
金
も
毎

年
多
額
の
繰
り
崩
し
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
30
年
度
末
の
基
金
残

高
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
も
増
え
て
き
て
い
る

状
況
で
、
以
前
の
ご
答
弁
で
「
実
質
公

債
費
比
率
も
上
が
っ
て
い
な
い
か
ら
大

丈
夫
で
あ
る
」
と
い
う
ご
答
弁
も
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
公
債
費
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う

に
見
積
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
公
共
施
設
の
補
修

費
で
す
と
か
、
災
害
対
策
の
費
用
等
、

多
額
の
支
出
を
控
え
て
い
る
と
い
う
現

状
の
中
で
、
将
来
的
な
財
政
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

　
基
金
は
、
地
方
財
政
法
に
基
づ
い
て

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
財

政
調
整
基
金
を
初
め
と
い
た
し
ま
し
て

合
計
７
つ
の
基
金
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
つ
い
て
積
み

立
て
お
よ
び
処
分
に
つ
い
て
の
条
例
に

規
定
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
末
に
お
き
ま
す
基
金
の

残
高
見
込
み
額
に
つ
い
て
順
次
申
し
上

げ
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
が
３
億
４
２

６
９
万
９
千
円
、
減
債
基
金
が
２
億
７

８
０
３
万
９
千
円
、
公
共
施
設
整
備
基

金
が
８
８
８
７
万
８
千
円
、
地
域
福
祉

基
金
が
２
９
２
５
万
１
千
円
、
学
校
教

答
　
弁

質
　
疑

平
成
30
年
度
幸
手
市

一
般
会
計
予
算
質
疑
内
容

　
平
成
30
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
28
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
18
件
、
補
正
予
算
案

８
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
１
件
、
工

事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
市
議
会
委
員
会
条
例
に
関
す
る
会
議
案
１
件
な

ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。歳入予算額構成比

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
８
億
９
千
万
円（
5.3
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
1.1
％
増
の
63
億
９
２
３
９
万
９
千
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
８
億
９
千
万
円（
5.3
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
1.1
％
増
の
63
億
９
２
３
９
万
９
千
円

平成30年度平成30年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 175億5千万円

歳入内訳歳出款別予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,392,399
1,451,137

500,000
593,435

2,150,000
2,635,456

962,773
750,000

1,016,800
1,098,000

17,550,000

36.4％
8.3％
2.8％
3.4％

12.2％
15.0％

5.5％
4.3％
5.8％
6.3％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

歳 入

歳 入 構 成歳 出 構 成

　
地
方
の
景
気
回
復
等
に
よ
る
雇

用
環
境
の
改
善
、
法
人
決
算
の
好

調
、
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
の

固
定
資
産
税
増
収
等
に
よ
り
、
市
税
は

増
額
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
基
金
か
ら
の
繰
入
金
13

億
６
千
万
円
を
含
み
構
成
比
50
・
９
％
。

　
依
存
財
源
は
構
成
比
49
・
1
％
で
、

地
方
消
費
税
交
付
金
が
前
年
度
比
１
億

２
千
万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
市
債

は
同
比
４
億
２
９
８
０
万
円
増
の
17
億

６
６
８
０
万
円
を
発
行
予
定
で
す
。

歳 入

市税
36.4％
市税

36.4％

総務費
9.7％
総務費
9.7％

民生費
36.2％
民生費
36.2％

衛生費
7.0％
衛生費
7.0％

土木費
17.7％
土木費
17.7％

消防費
5.3％
消防費
5.3％

教育費
12.8％
教育費
12.8％

公債費
7.4％
公債費
7.4％

地方交付税
12.2％

地方交付税
12.2％

国庫支出金
15.0％

国庫支出金
15.0％

繰越金
2,8％
繰越金
2,8％

繰入金
8.3％
繰入金
8.3％

県支出金
5.5％

県支出金
5.5％

臨時財政対策債
4.3％

臨時財政対策債
4.3％

事業市債
5.8％

事業市債
5.8％

その他依存財源
6.3％

その他依存財源
6.3％ 自主財源

8,936,971千円
その他 3.9％その他 3.9％

依存財源
8,613,029千円

構
成
比
で
は
、民
生
費
が
36.2
％
を
占
め
、土
木
費
、教
育
費
が
続
く

主
な
事
業
は
、民
間
保
育
園
建
設
補
助
、駅
舎
・
西
口
整
備
、小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
な
ど

歳 出

平成30年
３月定例会

その他自主財源
3.4％

その他自主財源
3.4％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

2,696,878
104,200

1,843,237
2,459,093

62,539
17,550,000

7,165,947
（40.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,804,773
3,824,986
1,291,570

7,921,329
（45.1％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

2,462,724 2,462,724
（14.0％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
                                             （水道事業を除く）

6,082,451千円
601,636千円

3,603,836千円
29,075千円

1,027,095千円
988,024千円

12,332,117千円

市 

債

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

育
施
設
整
備
基
金
が
１
３
５
８
万
円
、

子
育
て
応
援
基
金
が
２
１
８
７
万
３
千

円
、土
地
開
発
基
金
が
２
５
９
８
万
円
、

そ
の
他
利
子
積
み
立
て
と
い
た
し
ま
し

て
54
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
基
金
の
残

高
合
計
は
、
８
億
30
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　
公
債
費
（
年
間
返
済
額
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
の
22
憶
１
２
９
４
万

６
千
円
が
過
去
最
大
の
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
に
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
翌

平
成
19
年
度
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
埼
玉
県
内
の
市
の
平
均
値
を
目

標
に
公
債
費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
す
。
当
該
計
画
期
間
中
は

義
務
教
育
施
設
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
必
要
な
事
業

に
限
っ
て
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
と

し
、
新
た
な
公
債
費
を
抑
制
す
る
こ
と

で
平
成
25
年
度
に
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
公
債
費
は
12
憶
９
１
５

７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と
比

較
い
た
し
ま
し
て
８
８
２
９
万
５
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
倉
松
川
流
域

の
ポ
ン
プ
場
増
強
の
検
討
業
務
や
大
中

落
、
中
落
流
域
で
の
浸
水
状
況
検
証
や

対
策
の
検
討
業
務
な
ど
計
上
し
て
い
ま

す
。

　反
対
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
公
民
館
活
性
化
策
と
し
て
、
２
年
前

に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
主
幹
級
職

員
を
全
館
に
配
置
し
た
。
当
条
例
の
改

正
は
、
館
長
の
若
さ
や
職
員
の
年
齢
構

成
の
問
題
を
理
由
に
、
外
部
か
ら
退
職

学
校
長
を
迎
え
報
酬
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。各
館
長
は
地
域
に
溶
け
込
み
、

活
性
化
に
努
力
し
て
い
た
。
こ
の
間
僅

か
２
年
で
あ
り
、
職
員
配
置
の
計
画
性

を
疑
う
。
若
い
職
員
に
は
地
域
の
中
で

研
鑽
を
積
み
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

育
成
す
べ
き
で
あ
り
反
対
と
す
る
。

　
　賛
成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
役
所
職
員
で
あ
る
館
長
を
引
き
上

げ
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
を
退
職
し

た
人
を
館
長
に
す
る
こ
と
。
報
酬
を
月

額
19
万
２
千
円
に
改
め
る
こ
と
な
ど
疑

義
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

退
職
し
て
自
宅
に
居
る
幸
手
市
民
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
生
き
が
い
や
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
の
場
に
す
る
等

活
性
化
策
に
は
賛
成
し
ま
す
。
今
後
は

結
果
を
検
証
し
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
「
市
民
感
覚
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
」
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成
し
ま

す
。　反

対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
予
算
規
模
は
過
去
最
高
を
更
新
。
市

税
の
増
収
見
込
み
は
幸
手
中
央
地
区
産

業
団
地
整
備
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る

も
の
と
評
価
す
る
が
、
予
算
増
額
分
の

資
金
繰
り
の
多
く
が
基
金
取
り
崩
し
と

市
債
発
行
の
増
額
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
懸
念
材
料
。
個
別
に
は
治
水
対
策

の
進
展
な
ど
評
価
す
る
事
業
も
あ
る
が
、

議
案
第
14
号
の
条
例
改
正
を
説
得
性
を

欠
く
と
判
断
す
る
立
場
か
ら
、
係
る
公

民
館
館
長
報
酬
を
含
む
一
般
会
計
予
算

に
反
対
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
幸
手
駅
西
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、

東
西
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
建
設
も

市
民
の
皆
様
の
目
に
日
々
形
と
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
も
明
る
い
未
来
の
象
徴

と
考
え
ま
す
。
幸
手
市
の
ウ
イ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
治
水
問
題
で
は
特
に
大

中
落
・
中
落
流
域
概
略
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
予
算
計
上
は
市
民
の
安
心

安
全
の
観
点
か
ら
賛
同
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
予
算
計

上
は
児
童
、
生
徒
の
学
ぶ
環
境
と
し
て

最
良
で
あ
り
、
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
基
金
残
高
が
32
億
円
か
ら
８
億
円
に

激
減
す
る
中
、地
方
債
残
高（
借
金
）は
、

１
４
５
億
８
７
３
７
万
８
千
円
、
こ
れ

に
区
画
整
理
と
土
地
開
発
公
社
を
加
え

た
債
務
残
高
は
、
１
７
４
億
１
２
９
０

万
円
に
も
な
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
の
駅
舎
・
東

西
自
由
通
路
お
よ
び
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
合
算
額
は
、
40
億
４
８
９

７
万
７
千
円
と
膨
大
な
も
の
に
な
り
、

財
政
運
営
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
計
画
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

一般会計

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.86〔市議会だよりさって〕No.86



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況

質
　
疑

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
に

比
べ
1.1
％
減
っ
て
50
・
9
％
に
な
り
、

逆
に
依
存
財
源
は
1.1
％
増
え
て
49
・
1

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
債
の
残

高
は
、
平
成
23
年
度
を
境
に
増
え
続
け

て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
基
金
も
毎

年
多
額
の
繰
り
崩
し
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
30
年
度
末
の
基
金
残

高
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
も
増
え
て
き
て
い
る

状
況
で
、
以
前
の
ご
答
弁
で
「
実
質
公

債
費
比
率
も
上
が
っ
て
い
な
い
か
ら
大

丈
夫
で
あ
る
」
と
い
う
ご
答
弁
も
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
公
債
費
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う

に
見
積
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
公
共
施
設
の
補
修

費
で
す
と
か
、
災
害
対
策
の
費
用
等
、

多
額
の
支
出
を
控
え
て
い
る
と
い
う
現

状
の
中
で
、
将
来
的
な
財
政
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

　
基
金
は
、
地
方
財
政
法
に
基
づ
い
て

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
財

政
調
整
基
金
を
初
め
と
い
た
し
ま
し
て

合
計
７
つ
の
基
金
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
つ
い
て
積
み

立
て
お
よ
び
処
分
に
つ
い
て
の
条
例
に

規
定
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
末
に
お
き
ま
す
基
金
の

残
高
見
込
み
額
に
つ
い
て
順
次
申
し
上

げ
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
が
３
億
４
２

６
９
万
９
千
円
、
減
債
基
金
が
２
億
７

８
０
３
万
９
千
円
、
公
共
施
設
整
備
基

金
が
８
８
８
７
万
８
千
円
、
地
域
福
祉

基
金
が
２
９
２
５
万
１
千
円
、
学
校
教

答
　
弁

質
　
疑

平
成
30
年
度
幸
手
市

一
般
会
計
予
算
質
疑
内
容

　
平
成
30
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
28
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
18
件
、
補
正
予
算
案

８
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
１
件
、
工

事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
市
議
会
委
員
会
条
例
に
関
す
る
会
議
案
１
件
な

ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。歳入予算額構成比

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
８
億
９
千
万
円（
5.3
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
1.1
％
増
の
63
億
９
２
３
９
万
９
千
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
８
億
９
千
万
円（
5.3
％
）増

市
税
は
前
年
度
比
1.1
％
増
の
63
億
９
２
３
９
万
９
千
円

平成30年度平成30年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 175億5千万円

歳入内訳歳出款別予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,392,399
1,451,137

500,000
593,435

2,150,000
2,635,456

962,773
750,000

1,016,800
1,098,000

17,550,000

36.4％
8.3％
2.8％
3.4％

12.2％
15.0％

5.5％
4.3％
5.8％
6.3％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

歳 入

歳 入 構 成歳 出 構 成

　
地
方
の
景
気
回
復
等
に
よ
る
雇

用
環
境
の
改
善
、
法
人
決
算
の
好

調
、
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
の

固
定
資
産
税
増
収
等
に
よ
り
、
市
税
は

増
額
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
基
金
か
ら
の
繰
入
金
13

億
６
千
万
円
を
含
み
構
成
比
50
・
９
％
。

　
依
存
財
源
は
構
成
比
49
・
1
％
で
、

地
方
消
費
税
交
付
金
が
前
年
度
比
１
億

２
千
万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
市
債

は
同
比
４
億
２
９
８
０
万
円
増
の
17
億

６
６
８
０
万
円
を
発
行
予
定
で
す
。

歳 入

市税
36.4％
市税

36.4％

総務費
9.7％
総務費
9.7％

民生費
36.2％
民生費
36.2％

衛生費
7.0％
衛生費
7.0％

土木費
17.7％
土木費
17.7％

消防費
5.3％
消防費
5.3％

教育費
12.8％
教育費
12.8％

公債費
7.4％
公債費
7.4％

地方交付税
12.2％

地方交付税
12.2％

国庫支出金
15.0％

国庫支出金
15.0％

繰越金
2,8％
繰越金
2,8％

繰入金
8.3％
繰入金
8.3％

県支出金
5.5％

県支出金
5.5％

臨時財政対策債
4.3％

臨時財政対策債
4.3％

事業市債
5.8％

事業市債
5.8％

その他依存財源
6.3％

その他依存財源
6.3％ 自主財源

8,936,971千円
その他 3.9％その他 3.9％

依存財源
8,613,029千円

構
成
比
で
は
、民
生
費
が
36.2
％
を
占
め
、土
木
費
、教
育
費
が
続
く

主
な
事
業
は
、民
間
保
育
園
建
設
補
助
、駅
舎
・
西
口
整
備
、小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
な
ど

歳 出

平成30年
３月定例会

その他自主財源
3.4％

その他自主財源
3.4％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

2,696,878
104,200

1,843,237
2,459,093

62,539
17,550,000

7,165,947
（40.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,804,773
3,824,986
1,291,570

7,921,329
（45.1％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

2,462,724 2,462,724
（14.0％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
                                             （水道事業を除く）

6,082,451千円
601,636千円

3,603,836千円
29,075千円

1,027,095千円
988,024千円

12,332,117千円

市 

債

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

育
施
設
整
備
基
金
が
１
３
５
８
万
円
、

子
育
て
応
援
基
金
が
２
１
８
７
万
３
千

円
、土
地
開
発
基
金
が
２
５
９
８
万
円
、

そ
の
他
利
子
積
み
立
て
と
い
た
し
ま
し

て
54
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
基
金
の
残

高
合
計
は
、
８
億
30
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　
公
債
費
（
年
間
返
済
額
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
の
22
憶
１
２
９
４
万

６
千
円
が
過
去
最
大
の
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
に
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
翌

平
成
19
年
度
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
埼
玉
県
内
の
市
の
平
均
値
を
目

標
に
公
債
費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
す
。
当
該
計
画
期
間
中
は

義
務
教
育
施
設
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
必
要
な
事
業

に
限
っ
て
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
と

し
、
新
た
な
公
債
費
を
抑
制
す
る
こ
と

で
平
成
25
年
度
に
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
公
債
費
は
12
憶
９
１
５

７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と
比

較
い
た
し
ま
し
て
８
８
２
９
万
５
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
倉
松
川
流
域

の
ポ
ン
プ
場
増
強
の
検
討
業
務
や
大
中

落
、
中
落
流
域
で
の
浸
水
状
況
検
証
や

対
策
の
検
討
業
務
な
ど
計
上
し
て
い
ま

す
。

　反
対
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
公
民
館
活
性
化
策
と
し
て
、
２
年
前

に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
主
幹
級
職

員
を
全
館
に
配
置
し
た
。
当
条
例
の
改

正
は
、
館
長
の
若
さ
や
職
員
の
年
齢
構

成
の
問
題
を
理
由
に
、
外
部
か
ら
退
職

学
校
長
を
迎
え
報
酬
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。各
館
長
は
地
域
に
溶
け
込
み
、

活
性
化
に
努
力
し
て
い
た
。
こ
の
間
僅

か
２
年
で
あ
り
、
職
員
配
置
の
計
画
性

を
疑
う
。
若
い
職
員
に
は
地
域
の
中
で

研
鑽
を
積
み
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

育
成
す
べ
き
で
あ
り
反
対
と
す
る
。

　
　賛
成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
役
所
職
員
で
あ
る
館
長
を
引
き
上

げ
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
を
退
職
し

た
人
を
館
長
に
す
る
こ
と
。
報
酬
を
月

額
19
万
２
千
円
に
改
め
る
こ
と
な
ど
疑

義
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

退
職
し
て
自
宅
に
居
る
幸
手
市
民
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
生
き
が
い
や
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
の
場
に
す
る
等

活
性
化
策
に
は
賛
成
し
ま
す
。
今
後
は

結
果
を
検
証
し
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
「
市
民
感
覚
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
」
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成
し
ま

す
。　反

対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
予
算
規
模
は
過
去
最
高
を
更
新
。
市

税
の
増
収
見
込
み
は
幸
手
中
央
地
区
産

業
団
地
整
備
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る

も
の
と
評
価
す
る
が
、
予
算
増
額
分
の

資
金
繰
り
の
多
く
が
基
金
取
り
崩
し
と

市
債
発
行
の
増
額
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
懸
念
材
料
。
個
別
に
は
治
水
対
策

の
進
展
な
ど
評
価
す
る
事
業
も
あ
る
が
、

議
案
第
14
号
の
条
例
改
正
を
説
得
性
を

欠
く
と
判
断
す
る
立
場
か
ら
、
係
る
公

民
館
館
長
報
酬
を
含
む
一
般
会
計
予
算

に
反
対
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
幸
手
駅
西
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、

東
西
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
建
設
も

市
民
の
皆
様
の
目
に
日
々
形
と
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
も
明
る
い
未
来
の
象
徴

と
考
え
ま
す
。
幸
手
市
の
ウ
イ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
治
水
問
題
で
は
特
に
大

中
落
・
中
落
流
域
概
略
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
予
算
計
上
は
市
民
の
安
心

安
全
の
観
点
か
ら
賛
同
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
予
算
計

上
は
児
童
、
生
徒
の
学
ぶ
環
境
と
し
て

最
良
で
あ
り
、
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
基
金
残
高
が
32
億
円
か
ら
８
億
円
に

激
減
す
る
中
、地
方
債
残
高（
借
金
）は
、

１
４
５
億
８
７
３
７
万
８
千
円
、
こ
れ

に
区
画
整
理
と
土
地
開
発
公
社
を
加
え

た
債
務
残
高
は
、
１
７
４
億
１
２
９
０

万
円
に
も
な
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
の
駅
舎
・
東

西
自
由
通
路
お
よ
び
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
合
算
額
は
、
40
億
４
８
９

７
万
７
千
円
と
膨
大
な
も
の
に
な
り
、

財
政
運
営
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
計
画
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

一般会計

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.86〔市議会だよりさって〕No.86



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況

質
　
疑

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
に

比
べ
1.1
％
減
っ
て
50
・
9
％
に
な
り
、

逆
に
依
存
財
源
は
1.1
％
増
え
て
49
・
1

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
債
の
残

高
は
、
平
成
23
年
度
を
境
に
増
え
続
け

て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
基
金
も
毎

年
多
額
の
繰
り
崩
し
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
30
年
度
末
の
基
金
残

高
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
も
増
え
て
き
て
い
る

状
況
で
、
以
前
の
ご
答
弁
で
「
実
質
公

債
費
比
率
も
上
が
っ
て
い
な
い
か
ら
大

丈
夫
で
あ
る
」
と
い
う
ご
答
弁
も
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
公
債
費
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う

に
見
積
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
公
共
施
設
の
補
修

費
で
す
と
か
、
災
害
対
策
の
費
用
等
、

多
額
の
支
出
を
控
え
て
い
る
と
い
う
現

状
の
中
で
、
将
来
的
な
財
政
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

　
基
金
は
、
地
方
財
政
法
に
基
づ
い
て

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
財

政
調
整
基
金
を
初
め
と
い
た
し
ま
し
て

合
計
７
つ
の
基
金
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
つ
い
て
積
み

立
て
お
よ
び
処
分
に
つ
い
て
の
条
例
に

規
定
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
末
に
お
き
ま
す
基
金
の

残
高
見
込
み
額
に
つ
い
て
順
次
申
し
上

げ
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
が
３
億
４
２

６
９
万
９
千
円
、
減
債
基
金
が
２
億
７

８
０
３
万
９
千
円
、
公
共
施
設
整
備
基

金
が
８
８
８
７
万
８
千
円
、
地
域
福
祉

基
金
が
２
９
２
５
万
１
千
円
、
学
校
教

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

育
施
設
整
備
基
金
が
１
３
５
８
万
円
、

子
育
て
応
援
基
金
が
２
１
８
７
万
３
千

円
、土
地
開
発
基
金
が
２
５
９
８
万
円
、

そ
の
他
利
子
積
み
立
て
と
い
た
し
ま
し

て
54
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
基
金
の
残

高
合
計
は
、
８
億
30
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　
公
債
費
（
年
間
返
済
額
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
の
22
憶
１
２
９
４
万

６
千
円
が
過
去
最
大
の
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
に
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
翌

平
成
19
年
度
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
埼
玉
県
内
の
市
の
平
均
値
を
目

標
に
公
債
費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
す
。
当
該
計
画
期
間
中
は

義
務
教
育
施
設
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
必
要
な
事
業

に
限
っ
て
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
と

し
、
新
た
な
公
債
費
を
抑
制
す
る
こ
と

で
平
成
25
年
度
に
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
公
債
費
は
12
憶
９
１
５

７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と
比

較
い
た
し
ま
し
て
８
８
２
９
万
５
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
倉
松
川
流
域

の
ポ
ン
プ
場
増
強
の
検
討
業
務
や
大
中

落
、
中
落
流
域
で
の
浸
水
状
況
検
証
や

対
策
の
検
討
業
務
な
ど
計
上
し
て
い
ま

す
。

　反
対
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
公
民
館
活
性
化
策
と
し
て
、
２
年
前

に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
主
幹
級
職

員
を
全
館
に
配
置
し
た
。
当
条
例
の
改

正
は
、
館
長
の
若
さ
や
職
員
の
年
齢
構

成
の
問
題
を
理
由
に
、
外
部
か
ら
退
職

学
校
長
を
迎
え
報
酬
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。各
館
長
は
地
域
に
溶
け
込
み
、

活
性
化
に
努
力
し
て
い
た
。
こ
の
間
僅

か
２
年
で
あ
り
、
職
員
配
置
の
計
画
性

を
疑
う
。
若
い
職
員
に
は
地
域
の
中
で

研
鑽
を
積
み
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

育
成
す
べ
き
で
あ
り
反
対
と
す
る
。

　
　賛
成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
役
所
職
員
で
あ
る
館
長
を
引
き
上

げ
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
を
退
職
し

た
人
を
館
長
に
す
る
こ
と
。
報
酬
を
月

額
19
万
２
千
円
に
改
め
る
こ
と
な
ど
疑

義
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

退
職
し
て
自
宅
に
居
る
幸
手
市
民
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
生
き
が
い
や
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
の
場
に
す
る
等

活
性
化
策
に
は
賛
成
し
ま
す
。
今
後
は

結
果
を
検
証
し
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
「
市
民
感
覚
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
」
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成
し
ま

す
。　反

対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
予
算
規
模
は
過
去
最
高
を
更
新
。
市

税
の
増
収
見
込
み
は
幸
手
中
央
地
区
産

業
団
地
整
備
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る

も
の
と
評
価
す
る
が
、
予
算
増
額
分
の

資
金
繰
り
の
多
く
が
基
金
取
り
崩
し
と

市
債
発
行
の
増
額
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
懸
念
材
料
。
個
別
に
は
治
水
対
策

の
進
展
な
ど
評
価
す
る
事
業
も
あ
る
が
、

議
案
第
14
号
の
条
例
改
正
を
説
得
性
を

欠
く
と
判
断
す
る
立
場
か
ら
、
係
る
公

民
館
館
長
報
酬
を
含
む
一
般
会
計
予
算

に
反
対
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
幸
手
駅
西
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、

東
西
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
建
設
も

市
民
の
皆
様
の
目
に
日
々
形
と
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
も
明
る
い
未
来
の
象
徴

と
考
え
ま
す
。
幸
手
市
の
ウ
イ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
治
水
問
題
で
は
特
に
大

中
落
・
中
落
流
域
概
略
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
予
算
計
上
は
市
民
の
安
心

安
全
の
観
点
か
ら
賛
同
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
予
算
計

上
は
児
童
、
生
徒
の
学
ぶ
環
境
と
し
て

最
良
で
あ
り
、
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
基
金
残
高
が
32
億
円
か
ら
８
億
円
に

激
減
す
る
中
、地
方
債
残
高（
借
金
）は
、

１
４
５
億
８
７
３
７
万
８
千
円
、
こ
れ

に
区
画
整
理
と
土
地
開
発
公
社
を
加
え

た
債
務
残
高
は
、
１
７
４
億
１
２
９
０

万
円
に
も
な
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
の
駅
舎
・
東

西
自
由
通
路
お
よ
び
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
合
算
額
は
、
40
億
４
８
９

７
万
７
千
円
と
膨
大
な
も
の
に
な
り
、

財
政
運
営
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
計
画
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
河
原

　浩
和

　
幸
手
駅
西
口
開
設
や
古
川
橋
架
け
替

え
事
業
、
中
落
の
浚
渫
や
排
水
ポ
ン
プ

の
修
繕
、
新
た
に
大
中
落
、
中
落
流
域

で
の
、
浸
水
状
況
の
検
証
や
対
策
の
予

算
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
総
合
的
な
支
援
、
新
た
な
学
力

調
査
の
実
施
や
外
国
語
指
導
助
手
の
増

員
な
ど
、
限
り
あ
る
財
源
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
配
分
さ
れ
、子
育
て
や
教
育
、

福
祉
、
防
災
等
、
各
施
策
の
充
実
に
よ

り
、「
安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
の
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　
幸
手
市
の
現
状
は
以
下
の
点
で
対
策

が
不
十
分
で
あ
り
、
私
は
反
対
を
致
し

ま
す
。
①
介
護
調
査
で
、
認
知
症
は
増

え
続
け
、
要
介
護
の
一
番
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
②
独
居
高
齢
者
・
老
々
介

護
世
帯
は
幸
手
市
世
帯
の
30
％
以
上
で

増
え
続
け
て
い
る
。
③
介
護
施
設
入
所

費
用
は
15
万
円
／
月
以
上
も
必
要
で
あ

る
。
④
い
つ
で
も
訪
問
し
て
く
れ
る
看

護
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
。
⑤
民
間

委
託
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適

正
設
置
、
評
価
に
疑
問
が
あ
る
。

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成

29
年
請
願
第
１
号
　
市
立
吉
田
幼
稚
園

の
存
続
に
関
す
る
件
は
、
平
成
29
年
12

月
10
日
、
平
成
30
年
２
月
26
日
お
よ
び

３
月
６
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
当
委
員

会
で
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
て
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　反
対
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に
関
す
る

件
は
、幸
手
市
教
育
審
議
会
に
お
い
て
、

吉
田
地
区
住
民
代
表
や
吉
田
幼
稚
園
保

護
者
代
表
等
含
め
た
20
名
の
メ
ン
バ
ー

で
９
回
の
会
議
を
開
き
慎
重
に
審
議
し

た
。
結
果
「
存
続
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
教

育
委
員
会
で
は
、「
廃
園
す
る
こ
と
が
妥

当
」
と
し
た
。
し
か
し
、
公
設
民
営
な

ど
最
後
ま
で
今
と
違
っ
た
方
法
で
の
存

続
に
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
望
む
こ
と

を
付
け
加
え
請
願
に
は
反
対
と
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
幼
稚
園
過
疎
の
市
内
東
部
地
区
を
主

な
通
園
区
域
と
し
て
、
市
立
吉
田
幼
稚

園
が
開
園
。
近
年
の
少
子
化
、
幼
稚
園

状
勢
の
変
化
、
財
政
的
理
由
等
に
よ
り

廃
止
が
妥
当
と
の
方
向
性
に
あ
る
中
、

市
内
唯
一
の
公
立
で
あ
り
、
環
境
の
良

さ
や
、工
夫
と
研
究
で
持
続
的
発
展
は
可

能
と
の
請
願
で
あ
る
。
教
育
の
基
本
は

公
で
あ
る
。
私
立
を
認
め
つ
つ
も
障
が

い
児
受
入
れ
等
公
立
の
必
要
性
、
環
境

お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
等

考
慮
し
本
請
願
趣
旨
は
妥
当
と
考
え
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
吉
田
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
方
を
中
心

と
し
て
、
広
々
と
し
た
園
庭
と
木
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
園
舎
で
、
自
然
と
共
生

す
る
中
、
友
達
を
思
い
や
る
幼
稚
園
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
教
育
を

是
非
存
続
し
て
欲
し
い
と
す
る
切
実
な

願
い
が
、
こ
の
請
願
で
す
。
教
育
基
本

法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
幼
児
教

育
の
振
興
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

公
立
幼
稚
園
し
か
果
た
し
得
ま
せ
ん
。

以
上
、
願
意
は
妥
当
で
あ
り
賛
成
致
し

ま
す
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

人
事
案
件

教
育
長

教
育
長

山

　西

　
　
　実

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
14
号
）

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（
議
案
第
14
号
）

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（
議
案
第
27
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決

（
議
案
第
27
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決

（
平
成
29
年
請
願
第
1
号
）

市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に

関
す
る
件
を
不
採
択
　
　

（
平
成
29
年
請
願
第
1
号
）

市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に

関
す
る
件
を
不
採
択
　
　

（
議
案
第
30
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
30
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

中 央 公 民 館
（中央地区市民センター）

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.86〔市議会だよりさって〕No.86



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況

質
　
疑

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
に

比
べ
1.1
％
減
っ
て
50
・
9
％
に
な
り
、

逆
に
依
存
財
源
は
1.1
％
増
え
て
49
・
1

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
債
の
残

高
は
、
平
成
23
年
度
を
境
に
増
え
続
け

て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
基
金
も
毎

年
多
額
の
繰
り
崩
し
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
平
成
30
年
度
末
の
基
金
残

高
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
も
増
え
て
き
て
い
る

状
況
で
、
以
前
の
ご
答
弁
で
「
実
質
公

債
費
比
率
も
上
が
っ
て
い
な
い
か
ら
大

丈
夫
で
あ
る
」
と
い
う
ご
答
弁
も
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
公
債
費
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う

に
見
積
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
公
共
施
設
の
補
修

費
で
す
と
か
、
災
害
対
策
の
費
用
等
、

多
額
の
支
出
を
控
え
て
い
る
と
い
う
現

状
の
中
で
、
将
来
的
な
財
政
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

　
基
金
は
、
地
方
財
政
法
に
基
づ
い
て

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
財

政
調
整
基
金
を
初
め
と
い
た
し
ま
し
て

合
計
７
つ
の
基
金
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
つ
い
て
積
み

立
て
お
よ
び
処
分
に
つ
い
て
の
条
例
に

規
定
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
末
に
お
き
ま
す
基
金
の

残
高
見
込
み
額
に
つ
い
て
順
次
申
し
上

げ
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
が
３
億
４
２

６
９
万
９
千
円
、
減
債
基
金
が
２
億
７

８
０
３
万
９
千
円
、
公
共
施
設
整
備
基

金
が
８
８
８
７
万
８
千
円
、
地
域
福
祉

基
金
が
２
９
２
５
万
１
千
円
、
学
校
教

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

育
施
設
整
備
基
金
が
１
３
５
８
万
円
、

子
育
て
応
援
基
金
が
２
１
８
７
万
３
千

円
、土
地
開
発
基
金
が
２
５
９
８
万
円
、

そ
の
他
利
子
積
み
立
て
と
い
た
し
ま
し

て
54
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
基
金
の
残

高
合
計
は
、
８
億
30
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

　
公
債
費
（
年
間
返
済
額
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
の
22
憶
１
２
９
４
万

６
千
円
が
過
去
最
大
の
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
に
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
翌

平
成
19
年
度
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
埼
玉
県
内
の
市
の
平
均
値
を
目

標
に
公
債
費
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
す
。
当
該
計
画
期
間
中
は

義
務
教
育
施
設
校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
事
業
な
ど
の
必
要
な
事
業

に
限
っ
て
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
と

し
、
新
た
な
公
債
費
を
抑
制
す
る
こ
と

で
平
成
25
年
度
に
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
公
債
費
は
12
憶
９
１
５

７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と
比

較
い
た
し
ま
し
て
８
８
２
９
万
５
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
倉
松
川
流
域

の
ポ
ン
プ
場
増
強
の
検
討
業
務
や
大
中

落
、
中
落
流
域
で
の
浸
水
状
況
検
証
や

対
策
の
検
討
業
務
な
ど
計
上
し
て
い
ま

す
。

　反
対
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
公
民
館
活
性
化
策
と
し
て
、
２
年
前

に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
主
幹
級
職

員
を
全
館
に
配
置
し
た
。
当
条
例
の
改

正
は
、
館
長
の
若
さ
や
職
員
の
年
齢
構

成
の
問
題
を
理
由
に
、
外
部
か
ら
退
職

学
校
長
を
迎
え
報
酬
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
る
。各
館
長
は
地
域
に
溶
け
込
み
、

活
性
化
に
努
力
し
て
い
た
。
こ
の
間
僅

か
２
年
で
あ
り
、
職
員
配
置
の
計
画
性

を
疑
う
。
若
い
職
員
に
は
地
域
の
中
で

研
鑽
を
積
み
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

育
成
す
べ
き
で
あ
り
反
対
と
す
る
。

　
　賛
成
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
役
所
職
員
で
あ
る
館
長
を
引
き
上

げ
、
市
内
小
中
学
校
の
校
長
を
退
職
し

た
人
を
館
長
に
す
る
こ
と
。
報
酬
を
月

額
19
万
２
千
円
に
改
め
る
こ
と
な
ど
疑

義
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

退
職
し
て
自
宅
に
居
る
幸
手
市
民
が
公

民
館
に
集
ま
り
、
生
き
が
い
や
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
の
場
に
す
る
等

活
性
化
策
に
は
賛
成
し
ま
す
。
今
後
は

結
果
を
検
証
し
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
「
市
民
感
覚
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
」
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
賛
成
し
ま

す
。　反

対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
予
算
規
模
は
過
去
最
高
を
更
新
。
市

税
の
増
収
見
込
み
は
幸
手
中
央
地
区
産

業
団
地
整
備
の
成
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る

も
の
と
評
価
す
る
が
、
予
算
増
額
分
の

資
金
繰
り
の
多
く
が
基
金
取
り
崩
し
と

市
債
発
行
の
増
額
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
懸
念
材
料
。
個
別
に
は
治
水
対
策

の
進
展
な
ど
評
価
す
る
事
業
も
あ
る
が
、

議
案
第
14
号
の
条
例
改
正
を
説
得
性
を

欠
く
と
判
断
す
る
立
場
か
ら
、
係
る
公

民
館
館
長
報
酬
を
含
む
一
般
会
計
予
算

に
反
対
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
幸
手
駅
西
口
地
区
の
区
画
整
理
事
業
、

東
西
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
の
建
設
も

市
民
の
皆
様
の
目
に
日
々
形
と
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
も
明
る
い
未
来
の
象
徴

と
考
え
ま
す
。
幸
手
市
の
ウ
イ
ー
ク
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
治
水
問
題
で
は
特
に
大

中
落
・
中
落
流
域
概
略
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
予
算
計
上
は
市
民
の
安
心

安
全
の
観
点
か
ら
賛
同
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
予
算
計

上
は
児
童
、
生
徒
の
学
ぶ
環
境
と
し
て

最
良
で
あ
り
、
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
基
金
残
高
が
32
億
円
か
ら
８
億
円
に

激
減
す
る
中
、地
方
債
残
高（
借
金
）は
、

１
４
５
億
８
７
３
７
万
８
千
円
、
こ
れ

に
区
画
整
理
と
土
地
開
発
公
社
を
加
え

た
債
務
残
高
は
、
１
７
４
億
１
２
９
０

万
円
に
も
な
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
・
30
年
度
の
駅
舎
・
東

西
自
由
通
路
お
よ
び
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
合
算
額
は
、
40
億
４
８
９

７
万
７
千
円
と
膨
大
な
も
の
に
な
り
、

財
政
運
営
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
計
画
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
河
原

　浩
和

　
幸
手
駅
西
口
開
設
や
古
川
橋
架
け
替

え
事
業
、
中
落
の
浚
渫
や
排
水
ポ
ン
プ

の
修
繕
、
新
た
に
大
中
落
、
中
落
流
域

で
の
、
浸
水
状
況
の
検
証
や
対
策
の
予

算
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
総
合
的
な
支
援
、
新
た
な
学
力

調
査
の
実
施
や
外
国
語
指
導
助
手
の
増

員
な
ど
、
限
り
あ
る
財
源
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
配
分
さ
れ
、子
育
て
や
教
育
、

福
祉
、
防
災
等
、
各
施
策
の
充
実
に
よ

り
、「
安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
の
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　
幸
手
市
の
現
状
は
以
下
の
点
で
対
策

が
不
十
分
で
あ
り
、
私
は
反
対
を
致
し

ま
す
。
①
介
護
調
査
で
、
認
知
症
は
増

え
続
け
、
要
介
護
の
一
番
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
②
独
居
高
齢
者
・
老
々
介

護
世
帯
は
幸
手
市
世
帯
の
30
％
以
上
で

増
え
続
け
て
い
る
。
③
介
護
施
設
入
所

費
用
は
15
万
円
／
月
以
上
も
必
要
で
あ

る
。
④
い
つ
で
も
訪
問
し
て
く
れ
る
看

護
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
。
⑤
民
間

委
託
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適

正
設
置
、
評
価
に
疑
問
が
あ
る
。

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成

29
年
請
願
第
１
号
　
市
立
吉
田
幼
稚
園

の
存
続
に
関
す
る
件
は
、
平
成
29
年
12

月
10
日
、
平
成
30
年
２
月
26
日
お
よ
び

３
月
６
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
当
委
員

会
で
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
て
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　反
対
討
論

　
　
　青
木

　章

　
市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に
関
す
る

件
は
、幸
手
市
教
育
審
議
会
に
お
い
て
、

吉
田
地
区
住
民
代
表
や
吉
田
幼
稚
園
保

護
者
代
表
等
含
め
た
20
名
の
メ
ン
バ
ー

で
９
回
の
会
議
を
開
き
慎
重
に
審
議
し

た
。
結
果
「
存
続
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
教

育
委
員
会
で
は
、「
廃
園
す
る
こ
と
が
妥

当
」
と
し
た
。
し
か
し
、
公
設
民
営
な

ど
最
後
ま
で
今
と
違
っ
た
方
法
で
の
存

続
に
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
望
む
こ
と

を
付
け
加
え
請
願
に
は
反
対
と
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
幼
稚
園
過
疎
の
市
内
東
部
地
区
を
主

な
通
園
区
域
と
し
て
、
市
立
吉
田
幼
稚

園
が
開
園
。
近
年
の
少
子
化
、
幼
稚
園

状
勢
の
変
化
、
財
政
的
理
由
等
に
よ
り

廃
止
が
妥
当
と
の
方
向
性
に
あ
る
中
、

市
内
唯
一
の
公
立
で
あ
り
、
環
境
の
良

さ
や
、工
夫
と
研
究
で
持
続
的
発
展
は
可

能
と
の
請
願
で
あ
る
。
教
育
の
基
本
は

公
で
あ
る
。
私
立
を
認
め
つ
つ
も
障
が

い
児
受
入
れ
等
公
立
の
必
要
性
、
環
境

お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
等

考
慮
し
本
請
願
趣
旨
は
妥
当
と
考
え
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　武
藤

　壽
男

　
吉
田
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
方
を
中
心

と
し
て
、
広
々
と
し
た
園
庭
と
木
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
園
舎
で
、
自
然
と
共
生

す
る
中
、
友
達
を
思
い
や
る
幼
稚
園
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
教
育
を

是
非
存
続
し
て
欲
し
い
と
す
る
切
実
な

願
い
が
、
こ
の
請
願
で
す
。
教
育
基
本

法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
幼
児
教

育
の
振
興
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

直
接
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

公
立
幼
稚
園
し
か
果
た
し
得
ま
せ
ん
。

以
上
、
願
意
は
妥
当
で
あ
り
賛
成
致
し

ま
す
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

人
事
案
件

教
育
長

教
育
長

山

　西

　
　
　実

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
14
号
）

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（
議
案
第
14
号
）

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（
議
案
第
27
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決

（
議
案
第
27
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決

（
平
成
29
年
請
願
第
1
号
）

市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に

関
す
る
件
を
不
採
択
　
　

（
平
成
29
年
請
願
第
1
号
）

市
立
吉
田
幼
稚
園
の
存
続
に

関
す
る
件
を
不
採
択
　
　

（
議
案
第
30
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
30
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

中 央 公 民 館
（中央地区市民センター）

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.86〔市議会だよりさって〕No.86


